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【取得者】 
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【技術の概要】 
本技術は、鉄筋コンクリート造建築物の設計、施

工において、建築基準法第 37 条第二号の国土交通

大臣の認定を受けた、785N/mm2級の高強度せん断補

強筋「スミフープ」用六条リブ異形棒鋼より製造さ

れたスミフープを用いて、鉄筋コンクリート造梁、

柱のせん断補強を行う技術である。 

 
【改定の内容】 
新 規：GBRC 性能証明 第14-27号（2015年4月22日） 

改定 1：GBRC 性能証明 第14-27号 改1（2017年5月29日） 

・せん断補強筋の認定番号を追加 

 

【技術開発の趣旨】 
高強度せん断補強筋は、鉄筋コンクリート部材

での主として過密配筋を避ける目的により開発

され、その使用実績は極めて多い。本技術は、高

強度せん断補強筋を用いて鉄筋コンクリート部

材のせん断設計を行うことを目的として開発す

るものである。 
 

【性能証明の内容】 
本技術についての性能証明の内容は、以下の通

りである。 
申込者が提案する「高強度せん断補強筋 スミ

フープ 設計施工指針」に従って設計・施工され

た鉄筋コンクリート造梁、柱は、長期荷重時に使

用上支障のあるひび割れ、および短期荷重時に修

復性を損なうひび割れを起こさず、同指針で定め

る終局耐力および変形性能を有する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【本技術の問合せ先】 
住友電気工業株式会社      担当者：上田 昇            E-mail：ueda-noboru@sei.co.jp 

〒664-0016 兵庫県伊丹市昆陽北 1-1-1                     TEL：072-771-0504          FAX：072-772-3458 

せん断補強筋 KSS785

呼び名 S10、S13、S16

コンクリート設計基準強度 Ｆc
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損傷制御設計ルート（計算ルート３）

ＱAL1＝b・j・α・fs
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